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ウクライナ取材報告

低線量汚染地域
における保養
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子どもの保養支援

•ウクライナでは、厳しい環境におかれている子どもはすべて
保養支援の対象となる

カテゴリー 参加数 母数 保養施設 予 算

チェルノブイリの子 5万4千人 15万人 ６０カ所 社会政策省
約16億円

親のない子 260万人 430万
人

学校ベース
1万4千カ所

市外
(準保養）
1000カ所

地方自治体
（市）

キエフ市で
約３億円

貧困家庭の子

兄弟の多い子

障害のある子

戦争地域の子 社会政策省（た
ぶん）
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子どもセンターや教育委員会

縦割り意識がない

チェルノブイリの子で病気の子

学校ベースの保養（14000カ所）

プロポーザル入札
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保養生活

保養所のガイドラインは保健省が定めている。

参加者は医師の診断書が必要。

＊朝８時に起床

＊ビーチで朝の体操

＊食事は１日５回

＊良い食品が絶対条件

（肉、野菜、豆類、フルーツ）

＊運動（体育の先生が指導）・プールなど

＊午前と午後、必ず屋外活動・散歩



冬の学習・授業

専任の教師は22人。



メディカル・クリニック

２階建ての専門クリニックがある。

医療スタッフ35人。

１階は外来病棟、歯科、眼科、治療フロア。

２階は入院病棟。



住民放射線防護専門化健康センター

• 保健省の管轄で１９８６年８月１日にチェルノブイリ専門施設へ

• キエフから車で４０分くらい（キエフ州）

• １９９７年に「血液・腫瘍部門」「先天性疾患・病理学部門」が放射線医学
センターの小児科に移管された。

• １年の２５００人〜３０００人の子どもが入院

• 年間予算：１０００万グリブナ（約１億円）

• 子どもの体調回復に専念しており、研究や疫学調査はしていない。

<入院病院＞対象年齢は１歳〜１８歳（４歳まで母親同伴）

＜外来病院＞大人の病棟もある

• 病床数：診断部門６５床・治療部門６５床

• 教育部門：先生８人（9時から14時・16時〜21時）

• 図書館職員：計２人（市からの派遣・費用一部は負担）

• 平均的な在院日数は１９日間、入院後３日間は精密検査



健康診断

• 保健省＋科学アカデミー監修の指針

• 「チェルノブイリ・子どもの健康診断手引き」

http://www.ourplanet-tv.org/?q=node/1815

• 線量や被ばく場所により５つのリスクグループにわけ健診内容を定めて

いる。

• 低線量地域では、学校検診などの他に２年に１回詳細な健診を実施。

• 小児科医（内科医）歯科医、眼科医、耳鼻咽喉科医、神経科医、外科医、

婦人科医（必要であれば）、血液学専門医、内分泌専門医の診察は必須。

一つひとつの疾病ではなく、心身の発育全体や年に３回以上病気にか

かるかなどを指標にしている

• 問診では、髪の毛、肌、爪、内蔵など数十項目を調べる。

• チェルノブイリ障がい者認定につながっている。



治療内容（セラピー）

• アクアセラピー、フィジオセラピー、フィトセラピー（ハーブティー）、吸
引療法、温熱療法、鍼灸、エレクトロマグネット（電気磁気療法）、リフ
レクソロジー

• 職員数 計１２.５人（医師２.５人、看護師８人、助手２人）
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